
イノシシの獣道

４ 小山市のイノシシ対策









両毛線周辺の雑草を焼却。市は、JR（防火帯）、消防署と調整。

両毛線



囲い罠の全体像
（５×５ｍ 250万円）

ソーラーパネル



令和６年度は、関係機関が連携し、イノシシ対策に一定の成果が
得られた。
今後も、情報を共有し、関係機関が連携して取組む必要がある。

・市 ：目撃情報の収集、侵入箇所の把握、有害鳥獣捕獲許可事務、
箱罠設置許可事務、出没時の注意喚起、地元自治会への周知、
捕獲技術の提供

・猟友会 ：罠の設置等捕獲実務
・自治会 ：農作物の管理
・警察 ：見守り、追払い

・東部環境：捕獲用箱罠、電気止刺し、センサーカメラ
（※緊急の捕獲、現地での実態調査等にご利用ください。）

・農林振興センター：堤内の農作物管理指導
・利根上 ：堤防の掘り起こし調査、河川敷や堤防の除草

まとめ



利根川河川敷におけるイノシシと特定外来生物「ツヤハダゴマダラカミキリ」の発生について

令和６年４月１８日 東部環境管理事務所

① ２月２８日
ツヤハダ幼虫確認

令和６年２月２８日、鳥獣保護管理員から利根川河川敷でイノシシがカミキリの幼虫を食べているという情報を受けて、現地調査を行った結果、利根川
沿いのヤナギの木で「ツヤハダゴマダラカミキリ」の幼虫を捕獲、３月１１日には、上流部分でも発生していることを確認した。ヤナギが発生源となって
いるため伐採・焼却が必要である。また、イノシシの痕跡も多数見られた。イノシシについては、令和５年１０月２３日本郷地内への侵入場所の調査の結
果、ひこばえの籾を食べるために、堤防の雑草部分から侵入していた。今後、生息数や生息環境の削減、堤防の除草、農作物管理等対策を行う必要がある。

イノシシの痕跡
参考 10月23日
イノシシの侵入確認

３月11日 ツヤハダ幼虫発見場所のようす

２月28日 ツヤハダ幼虫発見場所のようす

（赤枠内の枝で発生）

３月11日 イノシシの痕跡

ツヤハダゴマダラカミキリ写真(出典：林野庁）

10月23日 本郷地内でのイノシシ侵入場所のようす

② ３月１１日
ツヤハダ幼虫確認

ヌタ場
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